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１  名古屋  宝神中学校  
あらかわ ひろな 

荒 川  広 奈 
 

分科会番号 ８  文科会名 音 楽 教 育 

 

主体的・協働的に思いや意図をもって音楽表現を工夫することができる生徒の育成 

１ 研究のねらい 

私は、主体的・協働的に思いや意図をもって音楽表現を工夫することができる生徒を育てたい。主

体的・協働的に思いや意図をもって音楽表現を工夫することができる生徒とは、自らその曲のよさや

特徴を捉えて、思いや意図をもち、それらを仲間と共有し、音楽表現を工夫することができる生徒で

ある。その曲のよさや特徴を捉えるには、音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受することが大切である。そして、思いや意図をもって音楽

表現を工夫するには、知覚・感受したことを基に曲想と歌詞の内容を関わらせ、どのように表現する

とよいか考えることが大切である。 

本校の生徒は、音楽の授業で、積極的に声を出して歌う姿が多く見られる。また、音楽が得意な生

徒は、音楽が苦手な生徒も巻き込んで合唱やパート練習に取り組むことができる。しかし、それぞれ

のパートの正しい音程で歌いきることによって満足してしまう生徒が多く、曲想の変化を感じ取った

り、音楽記号を読み取ったりして、音楽表現を工夫することができない。また、歌詞の内容と関わら

せて、何を音楽で表現したいのか、考えることができない。 

そこで本研究では、音楽を形づくっている要素に注目して、歌詞の内容と関わらせて、音楽表現を

工夫することができるようになるための活動を工夫する。これらの活動を通して、目指す生徒像に迫

りたい。 

２ 研究の内容 

 ⑴ 研究の対象  中学２年生 

 ⑵ 研究の手立てと実践計画 
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【手立て①】音楽を形づくっている要素の効果に「気付く」活動 

音楽を形づくっている要素に注目させ、それらの働きが、どのように効果を 

与えているのか、気付かせる。 

【手立て②】音楽表現について「考える」活動 

仲間とともにひとつの音楽を作り上げるため、音楽表現の工夫について、自ら

考え、仲間と共有させ、考えを深める。 

 

【手立て③】協働的に思いや意図をもって「表現する」活動 

音楽表現の工夫について、仲間とともに出した考えを実際に試し、思いや意図

をもって音楽表現させる。 

〈実践１〉 

歌詞の内容をより伝えるための

音楽表現を工夫しよう 

〈実践２〉 

サビをより盛り上げるための 

音楽表現を工夫しよう 
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３ 実践の経過 

 〈実践１〉歌詞の内容をより伝えるための音楽表現を工夫しよう  教材：合唱曲「時を越えて」 

 ⑴ ねらい 

   作詞者作曲者が伝えたいことを音楽で表現するためには、どう歌うとより伝わるかを考えること

ができる。 

 ⑵ 実践１の様子 

学習活動（○）と教師の働きかけ（・） 生徒の様子 

【手立て①】「気付く」活動 

〇 同じ人、同じ曲を歌ったもので、歌い方の

違いに注目して聴き比べ、A～C のうちどれ

が一番「音楽的に」良いかを考える。 

〇 Ａ～Ｃのそれぞれ「どんな感じがするか、

どんな歌い方をしているか」について聴き取

ったことをプリントに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A：全て強く歌ったもの 

 B：全て弱く歌ったもの 

 C：強弱の変化をつけて歌ったもの 

 ・ 生徒が A～C それぞれ選んだ理由を全体

で共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒のワークシートの記述内容】 

 

 

 

 

【Ｃを選んだ生徒の発言】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＢやＣを選んだ生徒の発言】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
                 
           

              
                
                       

  

            

           
             
    A と B は、ずっと同じ強弱だったけど、

C はクレッシェンドがあり、強弱が変化
していたからメリハリがあったよ 

A が一番声量が
大きく聞えた 
気がしたよ 

強弱の変化がある C の方が、かっこよかったよ 

          
         

Ｂの方の音程が正しく
聴こえた気がしたんだ

けど・・・ 
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・ 強弱の変化によって聴き手に与える印象

が変わることを体験させ、表現を工夫するこ

との重要性を確認した。 

【手立て②】「考える」活動 

〇 「時を越えて」の『この日の喜びとこの日

の悔しさを』の部分で、作詞作曲した人は何

を伝えたいのか考える。 

・ 作詞作曲した人が伝えたかったことを

踏まえて、この部分では『喜び』と『悔し

さ』の２つの感情を音楽で表現すること

が大切であると確認した。 

〇 『喜び』や『悔しさ』という感情を聴き手

に伝えるためには、どう歌うとよいかを考

え、話し合う。 

・ 【手立て①】で使用した C の歌を例に、

「ただ強く歌っているもの」と「発音を意

識して歌ったもの」を聴き比べ、伝えたい

ものと表現方法の関連について注目させ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 楽譜に書かれた音楽記号をヒントにし

て、「強弱」をつけて歌うとよいことを確

認した。 

・ 強弱は声の大きさだけで表現するので

はないことを、身の回りのできごとを題

材にして違いに注目させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒のワークシートの記述内容】 

 

 

【話し合い活動中の生徒の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒のワークシートの記述内容】 

 

 

 

 

 

 

             

                

                    
       

                    

    

              
                

    

強弱が大事なのはわかるけど、 
「歌い方」の工夫について考える
のは難しい・・・ 

『喜び』を「表情」で 
表したらどうだろう？ 

確かに「弱い」の中にも「ヒソヒ
ソ話をする時」と「聞こえないく
らい小さく話をする時」では、何
か違うよね 
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【手立て③】「表現する」活動 

○ 表現の工夫について出た意見をもとに、歌

い方の変化をつけて実際に歌う。 

 ・ 「感情」と「強弱」の関わりを改めて確

認し、強弱の差をはっきりつけて歌うよう

に伝えた。 

 ・ 『喜び』と『悲しみ』を表す表情とは、

それぞれどんな表情なのか確認した。 

・ 悔しい気持ちをより表現するために、

「悔しさ」の「く（Ku）」の子音を立てて

発音するように伝えた。 

 

【表情を確認している生徒の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 実践１を終えて 

   手立て①の「気付く」活動では、生徒に気付かせるためにクイズ番組のような授業の展開を行っ

たことにより、生徒たちに興味をもたせることができた。それにより、これまでは授業者の指示に

より強弱をつけて歌っていたが、生徒たちは今まで以上に強弱への理解が深まり、その効果に気付

くことができた。しかし、手立て②の「考える」活動では、強弱の効果に気付いてはいるが、自分

の考えをもつことができず、仲間に自分の意見を伝えることができない生徒が散見された。自分の

考えをもつことができていても、グループ内で共有することでとどまり、仲間とともにさらに考え

を深めていくことができる生徒が少なかった。また、生徒が出した意見のうち一部しか全体で共有

することができなかった。そのため、手立て③の「表現する」活動では、生徒が考えた表現方法を

共有し、実際に表現する（歌う）活動ができず、教師が導きたい方向へまとめる時間となってしま

った。実践２に向けて、手立て②と手立て③の工夫をしていく必要がある。 

〈実践２〉サビをより盛り上げるための音楽表現を工夫しよう  教材：合唱曲「時を越えて」 

 ⑴ ねらい 

   サビの部分をより豊かに表現するためには、サビに繋げる部分でどう強弱をつけるとよいかを考

え、表現することができる。 

 ⑵ 実践２の様子 

学習活動（○）と教師の働きかけ（・） 生徒の様子 

【手立て①】「気付く」活動 

〇 ２つの異なるメロディを聴き、どちらが

「盛り上がりそう」かを考え、そう感じた理

由をロイロノートに記述する。（A:ピンクの

カード、B:水色のカード） 

A：同じ音型ばかりが連続しているもの 

B：言葉の区切りごとに音型が高くなるもの 

・ 使っている音源は、電子音であるため強

弱を全くつけていないことを確認した。 

・ 生徒がそれぞれ選んだ理由を全体で共

有した。 

 

【ロイロノートの記述内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『喜び』を表すには
「笑顔」が大事だね！ 

表情を意識するって
難しい！！ 
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・ サビ前で音が高くなっていたり、同じフ

レーズが繰り返されていたりすると、強弱

がつけやすくなり、サビを盛り上げること

ができるのでは、という問いかけをした。 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て②】「考える」活動 

〇 「時を越えて」のサビ前の 9 小節間で、

どう強弱をつけるとサビをより盛り上げる

ことができるかを考え、強弱をグラフで表

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 強弱を「０～100」の数値で表している

ことを確認し、曲線でグラフを書かせた。 

・ ロイロノートでグラフのカードを生徒

に送り、生徒にペン機能を使って強弱の変

化を書かせた。 

・ 楽譜に書かれた強弱記号に着目させて、

強弱の工夫をさせた。 

・ 更に【手立て①】で触れたようなメロデ

ィのつくり（音型）にも着目できると良い

と伝えた。 

〇 自分たちが書いたグラフをグループ内で

見せ合い、なぜそのグラフのような強弱の変

化を付けたのか理由を共有する。 

・ 理由が「なんとなく」にならないように、

楽譜のどの部分から読み取り、強弱の工夫

をしたのかを伝えられるように確認した。 

【聴き比べ何度もしている生徒の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフを書いている生徒の様子】 

 

 

 

 

 

 

【生徒のロイロノートの記述内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由を説明している生徒の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                  

 
     

     
     

           

                 

同じ音が繰り返されているとあまり盛り
上がらなそうな気がするね 

 

サビに繋げるために、直前でクレッシェンドを
したいから 100 に少しずつ近づけたよ 
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【手立て③】「表現する」活動 

○ 【手立て②】で作成した強弱のグラフのよ

うに歌う。 

・ 生徒が書いたグラフの中から特徴のあ

るグラフをいくつか提示した。 

・ 歌った後に、「自然にサビへ繋げ、サビ

を盛り上げることができたか」を振り返ら

せた。 

・ サビの直前の『胸に刻み込もう』の部分

で、よりサビを盛り上げるための工夫をし

ている生徒のグラフを見せ、強弱記号に書

かれていない部分の工夫に着目させた。 

 

 

 

 

【生徒が書いたグラフをスクリーンに映す】 

 

 

 

 

 

 

【グラフを見て、強弱を付けて歌っている生徒】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 実践２を終えて 

   手立て②の「考える」活動では、自分の考えをもつことが苦手な生徒にも考えやすくするために、

グラフを活用したことで、多くの生徒が強弱の付け方の工夫について考えをもつことができた。そ

のため、グループで共有する際に、ただ仲間の意見を聞くだけでとどまる生徒が減り、多くの生徒

が自分の意見を仲間に伝えることができた。手立て③の「表現する」活動では、多くの生徒が仲間

の書いたグラフに興味をもち、グラフに書かれた強弱の変化を再現することができた。自分たちで

工夫したことを実際に歌って試してみることで、グラフで書くだけでは気付くことができない「作

曲者が意図した自然な音楽の流れ」を体感することができた。しかし、手立て①の「気付く」活動

で触れた「音の高さが高くなっていたり、同じフレーズが繰り返されていたりしていること」と「強

弱」の関わりについて、強弱の工夫に応用して考えることができる生徒が少なかった。 

４ 研究のまとめ 

手立て①の「気付く」活動では、既習事項である音楽記号の読み方や意味などの知識が、歌詞や

音型とどう関わり合うのかを理解させることができた。また、その要素がどのような特質や雰囲気

を生み出しているのか、どのような効果を与えているのか、感受させることができた。手立て②「考

える」活動では、今までは教師が与えていた「どう音楽で表現をするか」について、歌詞から読み

取った感情を聴き手に伝えるためにどう表現すると良いのかを、生徒が自ら考えることができた。

手立て③の「表現する」活動では生徒たちに、表現したいことを聴き手に伝えるための歌い方につ

いて、表情や言葉の発音、強弱の変化の付け方に着目して工夫させることができた。 

しかし、「考える」活動では、自分の考えをグループ内で発表し合い、共有することはできても、

議論をし、さらに自分の考えを深めさせることができなかった生徒が一定数いた。その背景には、

議論をするための自分の意見を明確にもてていない生徒が多いことが挙げられる。生徒が「考え」

を「言語化」する活動が十分ではなかったため、今後は、仲間の考えを取り入れ、もう一度自分の

考えを深める時間を設ける等「協働的」な活動を工夫し、思いや意図をもって音楽表現を工夫する

ことができる生徒を育てていきたい。 

この強弱の付け方だと不自然だな…！ 
サビに上手く繋がらないよ！！ 


